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1. はじめに
　教員養成の基本方針「教員養成制度の改善方策につい
て」が、1958 年に中央教育審議会答申として出されて
以来、教員養成に係る教育課程は、基本的には「教育職
員免許法」の枠組みに則って編成され、文部科学省の教
職課程認定を経て実施されてきた。本学の教職課程も当
然、この枠組みに則って編成されており、子ども発達学
科初等教育コースには、「教科に関する科目」として「生
活科研究」が、「教職に関する科目」として「生活科指
導法」が設けられている。
　「生活科」は、1989 年 3 月の学校教育法施行規則一
部改正及び小学校学習指導要領告示によって、小学校低
学年の教科として従来の社会科及び理科を廃止して新設
された教科であり、従来の学問領域から派生した科目で
はなく、廃止された社会科及び理科を単純に統合した教
科でもないという特性を有している。従って、その実施
に当たっては、各小学校の現場だけでなく、教員養成を
担う各大学においても、教育内容をどのようにするかに
ついては、香川大学の例にあるように「未知の教育内容
を教員同士で学習し、討議したり計画したりしてきた」
（安東 ,2005）ようである。
2. 問題の所在
　生活科の指導に係る先行研究を概観すると、およそ 2
種類に大別される。但し、ここでは大学の教員養成とい
う視点から問題を捉えたいため、小学校現場での研究授
業や指導内容、授業改善に係る研究は含めない。
　まず、1 つ目のタイプとしては、新設教科として誕生
した生活科そのものを研究対象として、生活科の教科と
しての理念を「生活科マップ」にどのように生かすかを
検討したもの（黒坂 ,1995）、学習指導要領の改訂を受
けて、その趣旨が各社の教科書にどのように反映されて
いるかを生活科教科書の比較と分析によって行ったもの
（布谷・堀田・野田 ,2003）、生活科誕生の経緯と学習指
導要領の変遷について検討したもの（松田・生野 ,2012）
等がある。
　2 つ目のタイプとしては、小学校教員養成課程を設け
ている大学において、免許に係る授業内容を研究対象と
したものがある。例えば、「生活科指導法」の授業にお
いて、学生の自然認識を開発する方法として受講生に
「フィールドビンゴ」の作成を課し、その結果を検討し
たもの（牧野 ,2003）、生活科の目標に沿って、受講学
生に対しても直接体験重視の学習活動の一環として「織
物小作品」の制作を実施し、その成果を検討したもの（今
村・佐藤 ,2004）、「生活科研究」授業において小豆島合
宿を実施し、学生の活動や気付きの質を検討したもの（安
東 ,2005）、飼育活動の一環として受講生に「蚕の飼育」
を行わせ、教材開発に係る意識調査を実施したもの（鈴
木 ,2006）、「生活科指導法基礎」の授業で「自問清掃」
の講義を行い、その意義と成果について検討したもの（平
田・土井 ,2008）などが挙げられる。
　これらは、いずれも生活科に係る内容や指導方法を
扱ってはいるが、小学校教員養成という視点から「教科
に関する科目」や「教職に関する科目」としての生活科
を扱ったものは少なく、教員養成カリキュラムの一部を
構成する小学校生活科の指導法や、生活科の教科として
の特徴を生かした実践的な授業内容の検討は、いまだ不
足していると言える。
3. 目　的
　平成 19 年度入学者から「生活科研究」及び「生活科
指導法」の両科目を担当してきた経緯をもとに、本稿で
は「生活科研究」の在り方と、教科研究、教材研究の視
点から、授業改善に取り組むための基礎資料を提示して
検討したい。
4.「教科に関する科目」生活科研究
　子ども発達学科で小学校教諭免許取得を希望する学生
は、自身が低学年で新設されたばかりの生活科を学んで
きた者ではあるが、新設当初の現場の混乱期に低学年
だった世代でもあり、「生活科指導法」や「生活科研究」
の授業の最初に、小学生の時に生活科で何を学んだかを
漠然と問うと、何も覚えていないとの答えが返ってくる。
具体的に「アサガオやヒマワリを育てたか」とか、「教
室でザリガニを飼ったことがあるか」など、学習活動の
例を挙げて問えば、思い出せる場合もある。こうした現
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状にある学生に、生活科の目指す子どもの生活圏に密着
した学習活動の展開、課題探究型の学習活動をデザイン
できる指導力の育成を目指すには、まず、学生自身が課
題探究型の学習活動を自ら経験し、生活科の課題でもあ
る「気付きの質」の高まりや、科学的な見方・考え方の
基礎を培うような学習活動について把握する経験が必要
になると考えられる。
　2 年次開講の「生活科研究」では、生活科の教科とし
ての特徴や学習内容・方法を理解し、生活科の学習対象
に関わる地域素材の把握を目的とした「生活科マップ」
の作成を実施してきた。
　通常、小学校教諭として赴任する地が、その人の生ま
れ育った地域や母校であることはほとんどないため、低
学年の担当者は、生活科の授業を担当するに先だって、
まず校区の人・もの・ことについて把握するところから
始める必要がある。その際に作成するのが生活科マップ
である。
　本稿では、生活科マップに記載する事項のうち、特に
植物素材について報告する。
アキノノゲシ＊ アサガオ アザミ＊ アジサイ アブラナ
イチゴ イチョウ＊ エノコログサ＊ オオイヌノフグリ＊ オオバコ＊
オクラ オシロイバナ オナモミ＊ カエデ＊ カラスノエンドウ＊
キャベツ キンセンカ クヌギ＊ コスモス ササ＊
サルビア ジュズダマ＊ シロツメクサ＊ スイセン スギナ＊
ススキ＊ セイタカアワダチソウ＊ センダングサ＊ ダイコン タンポポ＊
チカラシバ＊ チューリップ ツユクサ＊ ナズナ＊ ハクモクレン＊
ハルジオン＊ ヒガンバナ＊ ヒマワリ ヒメジョオン＊ ヒャクニチソウ
フウセンカズラ ペチュニア ホウセンカ マツバボタン マテバシイ＊
マリーゴルド ミズナラ＊ ヤマユリ＊ ヨウシュヤマゴボウ＊ レンゲ＊
表 1.　教科書に記載された植物
（1）東海学院大学の仮想学区
　生活科の授業では、学習対象を児童の生活圏としてい
ることから、児童が繰り返し対象と関わることのできる
生活圏として、ほぼ学区がそれに該当すると考えられる。
　授業「生活科研究」の場合も、本学が立地している各
務原市立那加第一小学校区の一部と、本学に隣接してい
る岐阜市立岐阜東小学校区の一部を、操作的に東海学院
大学の仮想学区として設定した白地図を用意し、仮想学
区の探索活動を行って生活科マップを作成している。
（2）生活科の教科書に記載された植物
　岐阜県で採択された生活科教科書「あたらしいせいか
つ　上・下」（東京書籍）に掲載されている植物教材を
表 1 に示す。表 1 の＊印は、園芸品種と野菜を除いた
植物素材であることを示す。
（3）地域の素材
　表 1 に記載された植物のうち、園芸品種と野菜につ
いては、種や苗が購入可能な学習材なので調査対象から
は除外し、＊印のついた 30 種の植物素材のうち、上記
（1）で操作的に設定した仮想学区に自生していること
が観察できた植物を表 2 に示す。
表 2.　地域で観察された植物
アキノノゲシ アザミ イチョウ エノコログサ オオイヌノフグリ
オオバコ オナモミ カエデ カラスノエンドウ クヌギ
ササ ジュズダマ シロツメクサ スギナ ススキ
セイタカアワダチソウ センダングサ タンポポ チカラシバ ツユクサ
ナズナ ハクモクレン ハルジオン ヒガンバナ ヒメジョオン
マテバシイ ヤマユリ ヨウシュヤマゴボウ レンゲ
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　仮想学区には、教科書に記載されている園芸品種と野
菜を除く植物素材 30 種のうち「ミズナラ」以外の 29
種までは観察されている。岐阜県で使用している生活科
教科書に記載されている植物は、本学仮想学区において
も十分に観察可能、かつ、学習材として扱うことのでき
る素材であると言える。
（4）受講生の実態
　生活科の学習活動は、児童や地域の実態を生かして展
開されるものであり、教科書通りに実施されるわけでは
ないが、教師側の基礎的知識として教科書の内容を把握
しておくことは必要であると考えられる。
　受講生が、表 1 に記載された植物素材の名称をどの
くらい認識できるかを調査した。ここでは、受講生のほ
ぼ 8 割以上が「識別できる」と回答したものを表 3 に、
また、8 割以上が「名前だけ聞いたことがある」もしく
は、「全く知らない」と回答したものを表 4 に示す。
　アサガオ、タンポポ、ヒマワリ、チューリップは、自
身が小学生の時に育てたり遊びに使ったりした経験をも
つ者が多い。園芸品種や野菜以外で識別できる植物はイ
チョウ、ササ、ススキ、タンポポ、ヒガンバナの 5 種
類であった。
　表 4 の植物の中には、日常生活のどこかで見かけて
いるものが多いのではないかと予想される。写真や図
で示して、「見たことがあるか」、「遊んだことがあるか」
と経験値を問えば、上記とは異なる結果になったのでは
ないかと予想される。
　受講生が仮想学区の探索活動で生活科マップに記載し
た植物を表 5 に示す。
表 3. 識別できる植物
表 4. 識別が難しい植物
表 5. 生活科マップに記載された植物
アサガオ アジサイ イチゴ イチョウ オクラ
キャベツ コスモス ササ スイセン ススキ
ダイコン タンポポ チューリップ ヒガンバナ ヒマワリ
ホウセンカ マリーゴルド
アキノノゲシ アザミ アブラナ エノコログサ オオイヌノフグリ
オオバコ オシロイバナ オナモミ カエデ カラスノエンドウ
キンセンカ クヌギ サルビア ジュズダマ シロツメクサ
スギナ セイタカアワダチソウ センダングサ チカラシバ ツユクサ
ナズナ ハクモクレン ハルジオン ヒメジョオン ヒャクニチソウ
フウセンカズラ ペチュニア マツバボタン マテバシイ ミズナラ
ヤマユリ ヨウシュヤマゴボウ レンゲ
ウメ オナモミ カキ キャベツ サクラ
サヤエンドウ ジャガイモ スギ ダイコン タケ
タマネギ タンポポ ドングリ ナス ネギ
ハクサイ パンジー ピーマン ポピー マツ
マリーゴールド モモ
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　表 5 には、一部春から秋にかけて観察可能な植物が
含まれている。これは、初年度の平成 19 年入学者対象
のときだけ、開講時期が前期だったことによる。その
後、生活科研究の開講時期は後期に変更されたので、実
際に生活科マップ作成のための探索活動を実施する時に
は、春から初秋にかけて観察可能な植物はすでに枯れて
観察不可の状況になっていることが多い。表 2 にある地
域で観察された植物のうち、アキノノゲシ、エノコログサ、
ジュズダマ、ヨウシュヤマゴボウ等は、後期の探索活動
でもまだ観察可能である。実際の記載例では「花」と記
して、そのとなりに絵を描いてあるものもあり、表 4 の
結果とあわせて考えると、受講生がその名称を知らない
ために記録できていないものがあることが予想される。
5. 考察
　これまで、生活科研究の学習活動の一部として、受講
生が生活科マップを作成することによって地域の素材を
把握し、身近な素材を活用した教材の作成を実施してき
た。本稿では地域の植物素材しか取り上げなかったが、
授業では地域の人・もの・ことを記入し、生活科暦とも
併せて、生活科の授業に生かせる素材の収集と素材から
教材への練り上げによって、各自の開発した教材を生か
した学習指導案の作成までを扱う。
　また、3 年次前期開講の生活科指導法では、年間指導
計画、単元計画、本時の指導案の作成をもとに、小グルー
プごとに受講生全員が模擬授業を行う。
　これらの学習活動を通して、小学校生活科の授業が成
り立つための基礎的知識と技能の習得を目指しているが、
表 4 に示した結果からも推察されるように、学生の体
験不足および関心不足はかなり深刻な状況にあり、生活
科の特徴である体験重視の学習活動をデザインするだけ
の基礎力を形成するには、まだまだ不十分な状態である。
　受講生の実態調査と関連して気になったことは、例え
ば動植物の名称をどのくらい知っているかをアンケート
のような形で問うと、自分が知らなかった動植物の名称
をインターネット等で調べて、覚えなければならないと
考える受講生がいることである。
　生活科では、児童に動植物の名称を教えて覚えさせる
ことは意図していない。むしろ、飼育したり栽培したり、
一緒に遊んだり、自然のものを利用して何かを制作した
りする活動を通して、ものの名称が分かるようになった
り、ものの特性に気付いたり、地域にある人・もの・こ
とに親しみや愛着を覚えるような姿が見られるようにな
ることに意義がある。教師は、児童がそのような姿へと
成長していくことを目指して、授業をデザインしていく
のであって、最初から「これはアサガオ」、「あれはエノ
コログサ」などと教え込むわけではない。
　翻って、生活科研究の授業で受講生に望むことも、地
域の探索活動を通して、各自がもつ自然との関わり体験
の不足や自然に対する関心のなさ、実際に教師になった
ときに必要とされる資質や力量等に気付いていくこと
である。授業では仮想学区での探索活動が中心になる
が、それは単なるきっかけに過ぎず、この体験を敷衍し
て、各自の生まれ育った地域ではどのような活動が可能
か、将来の赴任地ではまずどのようなことから始めたら
よいのかといったプロになってからも続く学びの準備に
過ぎないことにも気付いてもらいたいと願っている。
　そのために何が必要かと考えた時、今回のささやかな
資料から見えてきたことは、小学校学習指導要領解説生
活編に示されている「気付きの質を高める学習活動の充
実」、「伝え合い交流する活動の充実」、「自然の不思議さ
に気付く」、「科学的な見方・考え方の基礎を養う」といっ
た文言をただ学習指導要領に記載されている事柄として
扱うのではなく、生活科研究の授業の中で具現化し、受
講生に体験を通して学び取ってもらうことである。
6. まとめ
　安東（2005）は、「大学教員養成で教員免許状に関わ
る授業と学習指導要領が示す教育内容との関係をどのよ
うに捉え、大学の授業としてどのように構成するのか、
という点について今後明確にしなければならない」と述
べている。この観点からすると、本学科で設けられてい
る教職課程関連科目全体から捉えた際に、「生活科研究」
及び「生活科指導法」がどのように位置付くのかも今後
検討していかなければならない。
　本稿では、授業改善に取り組むための基礎資料を提示
して「生活科研究」の在り方と、教科研究、教材研究の
視点から検討してきたが、明確な結論が出たわけではな
く、取り組むべき課題の一部が垣間見えてきたといった
ところである。これまでの結果を次につなげるためにも、
授業者が受講生に知識として教え込むのではなく、授業
の中で一時的に通過するだけの学習体験でもなく、「獲
得した知識を自らの実践において再度デザインし、実施
し、そこでの経験をもとに検証し納得することでわがも
のとしていく過程」（秋田 ,2006）のはじめの一歩とな
るような学習体験として、今の授業を組み換えていく、
不断の授業改善の一歩としたい。
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